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認 定  書

国住 指第 1602号

平成 19年 8月 28日

関西パテ化工株式会社

代表取締役 川 上 好 光 様

国土交通大臣  冬 柴

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条 の 26第 1項車吊芸第尋与条第■項に

おいて準環じそ彦率輝年翌斉卜の規定に基づき、同法施行令第 129条 の2の 5第 1項 第七号

ハ [防火区画貫通部 1時 間遮炎性能]の 規定に適合するものであることを認める。

記

1 認 定番号

PS060WL-0385

2 認 定をした構造方法等の名称

ケーブル ・電線管/表 面処理ロックツール保温板 ,けい酸ナ トリツム系混入水駿化

マグネシウム水酸化アルミニツム材充てん/壁 準耐火構造/貫 通部分

3 認 定をした構造方法等の内容

別添のとおり

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。
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別 添
1構 造名 :

ケープル ・電線管/表 面処理ロックツール保温板 ・けい酸ナトリウム系混入水酸化マグネシラム水酸化ア
ルミニウム材充てん/壁 準耐火構造/貫 通部分

2申 請仕様の寸法 :

申請仕様の寸法を表■に示す。

1申 請仕様の寸法

項  目 申 lt仕 様

開日部
形状 姫形

面積 O SF以下

占積専

(閉日面積に対するケープル ・電線管の申 の摘

183%以 下

r通 する壁の構造等

両面強化せつこうボード童工怪i鉄 骨下地間tLa墜

(準面火構造)

及び建築基準法第媒 第七号の規定に基づくコ火得造

(m分 )に おいて、国主交通大巨が認めた壁

厚さ '100m以 上

ただし、中空霞の寄合は、鋼製による開日補強材を投け

ること



3申 請仕様の主構成材料 :

申講仕様の主構成材料を表2及びケーブル ・電線管の構成材料を表 3に示す。

表 2 申 請仕様の主構成材料
項  目 申 蔵  仕  様

けい酸ナトリウム系混

入水酸化マグネシウム

水酸化アルミニウム材

く以下、耐熱シール材

という)

材料 けい隆ナトリウム系混入水酸化マグネシウム 水酸化アルミニウム材
密度 145± 01B/ctlラ

組成

(質量%)

難燃材 768以 上

(水酸化マグネシウム水酸化アルミニウムの金属水和物)
無機質バィンター(けい酸ナトリウム系) 8以下

憾維壊 {ガラス擦維)             2

その他 (分散斉」、着色斉」、膨張剤及び安定剤) ,32

総発熱畳 48出J/■
2以
下

充てん量

瞭間が無いよう密に売てん (疎間に実行き30血以上、幅〕Sと5Dlu程度)し 仕 切

板から表面処理の方向に幅10m以 上 厚 さ30mm以上盛上げる

ただし 1)及 び〕の場合さらに盛上げる

いケーブル CET/F325mlと 同等の場合 :

仕切板から芸面処理の方向に幅50皿以上 厚 さ5皿以上

抑電線管の場合 :

電線管周辺部に仕切板から表面処理の方向に幅 厚 さ30m以 上 (Pl錐状)

鋼製電線管内部に奥行き50■D以上

仕切板

材料 表面処理ロックウール保温板

厚 さ 4〕皿以上

表画処理

材料 アクリル系親脂混入水酸化アルミニウム材

組成

(質量%)

難燃材 (水酸化アルミニツム)

有機質バインダー (アクリル系村脂エマルジョ

その他 (分散剤 消 迫剤及び増粘剤)

シヽ

厚 さ lm以 上

基材

材料 ロックウールft温板 ●IS A 950り

厚 さ 40m以 上

密度 125【=/ぱ以上

ケーブルラック

材料 店融亜鉛めっ=鋼 板 (JIS C 3302)

厚 さ l SIIE以上

鳴 200～〕100nlt



3 ケ ープル ・電線管の構
項  目 申 講 仕 様

ケーブル

導体(ヌはホ

線)の断面積

325m.以 下 (1本 あたり)

導体〈又はヽ

線)の種類

銅、ガラス績権、その他これらに規する不燃性の材料

絶縁体
塩化 ビ‐ル系 厚

さ

2揃 以下

架橋ポツエテレン系 2 5 m以 下

介在(円形に

嗣藍する充

てん材)

紙、ジュート又はボツプロピレン

シー ス
塩化 ビニル系 厚

さ

2輌 以下

ボリエチレン系 2 9血 以下

電線管

鋼製

材料 鋼製電線管 (」IS C 8300

呼び方 G16-ヤ G70 C19-C75 E19～ E75

外径 21 0～ 75 2m 19 1～ 76 2mコ 19 1～ 76 2nm

厚 さ 2 3-2 8ロ コ 1 6～ 2 0hm 1 2～ 1 8hm

長 さ 340回肛以 ■

統臨製

材料 合成樹脂製可とう電線管 (JIS C 841,

呼び方 Pj督

寸法 o45 5n口 以 下

4申 請仕様の副構成材料 :

申請仕様の目J構成材料を表 4に 示す。

表 4 申 請仕様の副構成材料

項  目 申 請 仕 様

留付材

材料 タッピンねじ (grl製)

寸 法 o5× 長さ80EII以上

用途 仕切板固定用

座板 材料 銅製

寸 法 o30m、 厚さ2mII

電線管用受け金具 材料 鉄線 (」IS G 3532)

寸法 o2m(図 2参照)

ガラスクロス

材 料 ガラス撤緒

寸法 幅50nm以上、厚さ65“m以上

用途 ケープル (CETか 325H D2と同等の場合) 用

結東用鉄繰

材 料 鉄線 (JIS G 3532)

寸法 o08m

用 途 ガラスクロス用

5申 請仕様の構造説明図 |

申請仕様の構造説明図を図1～図3に示す。
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6施 工方法 i

施工図を図4に示す。

施工は以下の手順で行う。

(1)開□部の確認及び清掃

開日面積、ケーブル 電 線管等の占積率及び壁板厚等が申請仕様に適合しているかどうかを確認

する。さらに、ケーブルに付着した汚れ等がある場合、あらかじめウエス等で除去する。

(2)仕切板の切断加工と取付け

仕切板を開田部、ケープル 電 線管の寸法 形 状にあわせて切断する。その際仕切板とケーブル

の接触部の隙間の寸法は規定値に設定し、又壁との接触面については、50H「EEな り代がでるよう

に切断する。

壁と仕切板を取付ける際は、隙間が生じ無いように取付け、座金とタッピンねじを用いて、300

nln以下の間隔で固定する。

(3)耐熱シール材の充てんと巻きたし

ケープルと仕切板の隙間に耐熱シータレ材を30m以 上、密に充てんされるように施工する。

さらに、仕切板の表面処理側に幅10mtl以上、ケーブルから厚さ30m以 上で耐熱シール材を盛り上

げる。また、ケープル (CET/F325Hn 2等の場合)に対 しては、仕切板の表面処理側に幅50m以 上、

ケーブルから厚さ511以上で耐熱シール材を盛り上げる。

なお、その上にガラスクロスを用いて巻き付け、結束用鉄線で留付ける。

(4)電線管の耐熱シール材の充てん

鋼製電線管の充てんは、電線管内部に電線管用受け金具を2個以上挿入し取付け、その内部に耐

熱シール材を50■m以上隙間なく密に充てんする。

鋼製電線管及び樹脂製電線管と仕切板の険間に耐熱シール材を30m以 上、密に充てんされるよう

に施工する。さらに、仕切板の表面処理側に幅30Dun以上、電線管から厚さ30mm以上 (円錐状)で

耐熱シール材を盛 り上げる。

(5)最終チェック

ひびわれ、盛上げムラ等の異状をチェックする。
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